
暗
い
夜
道
に
微
か
な
芳
香
が
鼻

孔
を
く
す
ぐ
る
。
姿
・
形
は
見
え

な
い
が
、
木
犀
の
季
節
に
な
っ
た

な
〜
と
感
じ
る
。
夏
が
過
ぎ
る
と

秋
・
冬
が
か
け
足
で
や
っ
て
く
る
。

Ｇ
Ｔ
で
は
、
今
年
も
秋
の
イ
ベ

ン
ト
、
冬
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
で
皆

様
に
お
楽
し
み
い
た
だ
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

ご
期
待
下
さ
い
。

編

集

後

記

TEL／03-5724-6688

無休

営業時間／
11：00～24：00

（ラストオーダー23：30）

澄
み
切
っ
た
秋
空
の
下
、
九
月

二
十
三
日
、
二
十
四
日
の
両
日
、

お
神
輿
が
街
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

Ｇ
Ｔ
で
は
、
例
年
ど
お
り
皆
さ

ん
で
心
こ
も
る
接
待
を
い
た
し
、

休
憩
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

約120種類以上の豊富なメニューが味わえる韓国家庭料理店「チェ
ゴヤ」が9月11日にオープンした。五反田にある本店の味に惚れ込み、
中目黒店のオーナーになった家入さん（写真）にお話を伺うと「おいしい
料理を安い価格で提供しております。チェゴヤ（韓国語の「最高だ！」と
いう意味）という店名の通り、皆様に喜んでいただけるように頑張ります。
辛い料理も辛さだけでなくその中にある“旨み”が特徴で、これがクセに
なるおいしさだと思いますよ」と語ってくれた。
1番人気のメニューは「スンドウブチゲ」という豆腐の鍋で、あさりが

たっぷり入ったコクのあるピリ辛スープ。この他、アツアツの鉄板に乗っ
て運ばれてくる「カキ焼き海鮮チヂミ」や「石焼きビビンバ」、鶏を骨ごと
煮込んだ「参鶏湯」などもおすすめ。ランチタイムは700～800円の手頃
な価格で味わえるセットメニューがあり、平日17:00～19:00の時間帯は
生ビールが半額というサービスも行っている。グループで利用する時には、
お得な宴会コースが用意されている。メディアにも数多く取り上げられた
「チェゴヤ」で韓国の家庭料理を味わってみてはいかがですか？

▲腰を据えて標的に向け放水する一番員

▲作品の前で、「水彩・版画展」作者の高橋さん▲GT前で地元宮脇会の大神輿の練り

中
目
黒
八
幡
神
社
に
ほ
ど
近
い

静
か
な
住
宅
地
の
中
に
、
小
山
弘

治
氏
の
工
房
が
あ
る
。

小
山
弘
治
氏
は
東
京
芸
大
卒
業

後
、
陶
芸
家
と
し
て
活
躍
、
朝
日

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
東
京
で
陶

芸
制
作
の
指
導
を
行
い
、
こ
の
春

か
ら
は
自
宅
の
工
房
で
陶
芸
教
室

を
開
い
て
い
る
。
〝
こ
ん
な
所
に

工
房
が
…
〞
と
思
う
住
宅
地
だ
が
、

も
と
も
と
自
宅
で
、
３
代
、
90
年

余
住
ん
で
い
る
場
所
。
今
で
も
緑

多
い
エ
リ
ア
だ
が
、
子
ど
も
の
頃

は
、
お
屋
敷
だ
の
町
工
場
だ
の
が

点
在
し
て
い
た
と
い
う
。
遊
び
場

は
中
目
黒
八
幡
神
社
の
境
内
や
近

所
の
空
き
地
。
ベ
ー
ゴ
マ
や
メ
ン

コ
遊
び
に
夢
中
だ
っ
た
昭
和
22
年

生
ま
れ
の
団
塊
の
世
代
。
八
幡
様

の
脇
の
小
さ
な
崖
か
ら
は
清
水
が

湧
き
出
し
て
い
て
、
道
ば
た
で
洗

い
物
を
す
る
人
の
姿
も
見
ら
れ
た

と
い
う
。
小
学
校
は
中
目
黒
小
学

校
。
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
で
も
あ

り
、
ク
ラ
ス
も
10
ク
ラ
ス
近
か
っ

た
と
か
。
そ
の
頃
か
ら
絵
を
描
く

の
が
好
き
だ
っ
た
と
い
う
。
戦
艦

大
和
な
ど
の
プ
ラ
モ
デ
ル
を
作
っ

て
は
描
い
て
い
た
の
が
、
デ
ッ
サ

ン
の
勉
強
の
基
礎
に
な
っ
た
。
進

学
校
の
中
学
に
進
ん
だ
が
、
〝
好

き
な
事
を
伸
ば
し
た
い
〞
た
め
、

美
術
の
道
に
進
む
決
心
を
。
東
京

芸
大
に
進
ん
で
陶
芸
を
専
攻
し
、

大
学
院
を
修
了
し
た
。

「
器
は
生
活
に
密
着
し
て
い
る

工
芸
で
す
。
作
品
を
生
活
に
活
か

せ
る
楽
し
さ
と
、
形
だ
け
で
な
く
、

絵
付
け
な
ど
、
絵
画
的
な
要
素
も

あ
る
と
こ
ろ
が
魅
力
で
す
ね
。
子

ど
も
の
頃
、
祖
父
が
持
っ
て
い
た

食
器
な
ど
に
興
味
が
あ
っ
た
事
も

あ
り
ま
す
が
、
量
産
さ
れ
る
ク
ラ

フ
ト
よ
り
、
一
点
ず
つ

心
を
込
め
て
作
ら
れ
る

作
品
に
ひ
か
れ
ま
す
。

陶
器
も
好
き
で
す
が
、

上
絵
な
ど
が
描
き
や
す

い
磁
器
に
魅
力
を
感
じ

ま
す
」
と
語
る
。

作
品
作
り
は
新
し
い

事
へ
の
挑
戦
で
も
あ
る
。

「
失
敗
す
る
と
新
し
い

事
が
見
つ
か
る
。
失
敗

の
中
か
ら
で
も
次
の
道
を
見
つ
け

る
事
が
大
切
。
い
か
に
新
鮮
か
、

自
分
ら
し
い
か
、
昨
日
と
違
う
事

に
挑
ん
で
い
く
事
が
作
品
を
作
り

続
け
る
動
力
で
す
」
と
も
。

現
在
、
〝
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
東
京
〞
時
代
か
ら
の
生
徒

さ
ん
を
含
め
75
人
が
曜
日
を
分
け

て
工
房
で
学
ぶ
。
明
る
い
工
房
で

は
、
各
々
が
思
い
思
い
の
作
品
作

り
に
挑
戦
し
て
い
る
。
湯
飲
み
も

あ
れ
ば
、
大
き
な
鉢
も
あ
り
…
。

粘
土
を
こ
ね
た
り
、
形
を
作
っ
た

り
、
削
っ
た
り
、
皆
、
楽
し
そ
う

だ
。
小
山
氏
は
、
教
え
る
時
は
「
個

性
を
大
切
に
す
る
」
と
言
う
。「
自

分
の
世
界
は
あ
ま
り
押
し
付
け
ま

せ
ん
。
各
々
の
感
性
を
大
切
に
す

る
事
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
サ

ゼ
ス
チ
ョ
ン
す
る
事
で
世
界
が
広

が
れ
ば
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
語
る
。
陶
芸
は
ゼ
ロ
か
ら
始
ま

る
作
品
作
り
。
土
か
ら
何
を
作
る

か
は
全
く
自
由
。
そ
れ
だ
け
に
難

し
い
反
面
、
個
性
も
出
る
し
、
無

限
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

そ
ん
な
陶
芸
に
挑
戦
す
る
教
室

だ
が
、
身
近
な
地
域
の
交
流
や
情

報
交
換
の
場
に
も
な
っ
て
い
る
楽

し
い
教
室
で
あ
る
。
（
目
黒
区
中

目
黒
３
―
３
―
23
／
３
７
９
３
―

０
１
８
０
）

中
目
黒
八
幡
神
社
に
ほ
ど
近
い
工
房
で
窯
を
持
ち
、

陶
芸
活
動
を
続
け
る
小
山
弘
治
氏
。
こ
の
春
か
ら
は
陶

芸
教
室
も
開
き
、
作
品
作
り
に
、
指
導
に
、
多
忙
な
毎
日

を
送
る
。
今
回
は
地
元
陶
芸
家
に
お
話
を
伺
っ
た
。

一
昨
年
十
月
か
ら
住
宅
の
新
築
、

改
築
に
際
し
て
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
は

既
存
の
住
宅
に
つ
い
て
も
設
置
が
義

務
化
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
れ
ま
で
に

皆
さ
ん
の
住
宅
に
警
報
器
を
つ
け
て

い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

火
災
警
報
器
は
、
火
災
の
煙
や

熱
を
感
知
し
て
音
声
や
警
報
音
で

知
ら
せ
て
く
れ
る
の
で
、
火
災
の
早

期
発
見
に
大
変
有
効
で
す
。

火
災
か
ら
尊
い
命
や
大
切
な
財

産
を
守
る
た
め
、
早
急
に
火
災
警

報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
は
、煙（
煙

式
）や
熱
（
熱
式
）
を
感
知
す
る
種

類
の
ほ
か
に
ガ
ス
漏
れ
な
ど
を
感
知

す
る
複
合
型
警
報
器
も
あ
り
ま
す
。

（
目
黒
消
防
署
中
目
黒
出
張
所
）

煙式

熱式

複合型

目
黒
消
防
署
、
目
黒
防
火
研
究

会
主
催
に
よ
る
自
衛
消
防
活
動
審

査
会
が
去
る
九
月
十
三
日
、
ダ
イ

エ
ー
碑
文
谷
店
駐
車
場
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

Ｇ
Ｔ
隊
も
屋
内
消
火
栓
操
法
競

技
に
出
場
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果

を
発
揮
、
優
良
賞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

★
押
花
作
品
展

十
月
二
十
日
ま
で
の
日
程
で
押

花
展
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

自
宅
（
目
黒
区
五
本
木
）
の
庭

に
咲
い
た
季
節
の
草
花
を
押
花
に

仕
上
げ
た
も
の
で
す
。

作
者
の
小
林
さ
ん
に
は
、
一
昨

年
に
続
き
二
回
目
の
ご
登
場
を
お

願
い
い
た
し
ま
し
た
。

★
水
彩
・
版
画
展

去
る
九
月
二
十
日
か
ら
十
月
五

日
ま
で
、
高
橋
千
賀
子
氏
に
よ
る

個
展
―
猫
の
い
る
く
ら
し
水
彩
・

版
画
展
―
が
開
か
れ
好
評
の
う
ち

に
終
了
し
ま
し
た
。

十
一
月
六
日
か
ら
十
二
月
二
十

六
日
ま
で
、
三
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

写
真
展
が
順
次
開
催
さ
れ
ま
す
。

①
税
理
士
仲
間
の
写
真
展

十
一
月
六
日
〜
二
十
六
日

②
東
山
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
写
真
展

十
一
月
二
十
七
日
〜

十
二
月
十
一
日

③
目
黒
区
職
員
　
写
真
部
展

十
二
月
十
二
日
〜
二
十
六
日

★

★

★

三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行

中
目
黒
支
店（
旧
東
京
三
菱
）と

中
目
黒
駅
前
支
店（
旧
Ｕ
Ｆ
Ｊ
）

十
月
十
六
日
か
ら
Ｇ
Ｔ
内
店
舗

で
併
存
、
営
業
し
ま
す
。

・
・

目黒区上目黒2-1-1
TEL（5704）0046
FAX（5721）8928
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配 置 図

中
目
黒
Ｇ
Ｔ
の
向
か
い
側
、
上
目
黒

一
丁
目
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
が
急

ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
既
存

建
築
の
解
体
撤
去
も
進
み
、
い
よ
い
よ

年
明
け
に
も
新
築
工
事
に
取
り
掛
か
る

段
階
を
迎
え
て
い
ま
す
。

竣
工
は
、
平
成
二
十
一
年
十
月
予
定

と
の
こ
と
で
す
。

同
事
業
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

延
床
面
積
　
七
一
、
一
三
〇
㎡

最
高
高
さ
　
　
　
　
一
六
五
ｍ

再
開
発
全
体
の
規
模
は
、
敷
地

面
積
約
一
・
四
ｈ
ａ
で
、
Ｇ
Ｔ
（
一
・

二
ｈ
ａ
）
よ
り
若
干
広
く
、
建
築

敷
地
面
積
は
六
、
八
九
〇
㎡
で
、

Ｇ
Ｔ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

計
画
区
域
は
、
Ⅰ
街
区
（
東
横

線
〜
蛇
崩
川
緑
道
）
Ⅱ
街
区
（
蛇

崩
川
〜
駒
沢
通
り
）
に
分
か
れ
、

Ⅰ
街
区
に
Ａ
棟
、
Ⅱ
街
区
に
Ｂ
棟

の
建
物
が
計
画
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

に
住
宅
、
店
舗
、
事
務
所
が
配
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
Ⅱ
街
区
Ｂ
棟
に

は
目
黒
区
の
保
育
施
設
及
び
駅
前

交
番
が
入
り
ま
す
。

用
途
別
の
面
積
は
、

①
住
宅
が
Ａ
・
Ｂ
棟
合
わ
せ
て

約
三
三
、
二
四
〇
㎡
、
戸
数
は
、

五
四
一
戸
を
数
え
て
い
ま
す
。

②
店
舗
は
、
Ａ
・
Ｂ
棟
合
わ
せ

て
約
五
、
八
〇
〇
㎡
、
店
舗
区

画
は
約
四
〇
で
す
。

③
事
務
所
は
、
Ａ
・
Ｂ
棟
の
低

層
部
に
合
わ
せ
て
約
二
、
六
〇

〇
㎡
の
規
模
で
配
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

駐
車
台
数
は
、
二
五
一
台
、
施

設
駐
輪
場
は
一
、
〇
六
〇
台
、
別

に
目
黒
区
の
駅
前
公
共
駐
輪
場
約

五
〇
〇
台
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

建
物
の
高
さ
は
、
Ａ
棟
が
五
二

ｍ
（
一
二
階
建
）
、
Ｂ
棟
が
一
六

五
ｍ
（
四
五
階
建
）
と
四
二
ｍ
（
一

三
階
建
）
の
三
棟
で
、
Ｂ
棟
は
Ｇ

Ｔ
タ
ワ
ー
一
二
〇
ｍ
を
は
る
か
に

し
の
ぐ
高
さ
で
す
。

こ
の
事
業
の
施
行
者
は
、
権
利

者
で
構
成
す
る
上
目
黒
一
丁
目
地

区
市
街
地
再
開
発
組
合
で
す
。

三
年
後
に
竣
工
し
ま
す
と
、
山

手
通
り
を
は
さ
ん
で
ツ
イ
ン
タ
ワ

ー
が
聳
え
こ
の
地
区
の
ラ
ン
ド
マ

ー
ク
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

Ｇ
Ｔ
と
し
て
も
、
向
か
い
側
と

手
を
携
え
て
こ
の
街
の
発
展
に
寄

与
で
き
た
ら
と
願
う
も
の
で
す
。

同
時
に
、
ロ
ー
ソ
ク
の
灯
の
下

で
「
Ｎ
ｕ
ｕ
」
に
よ
る
ギ
タ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
も
行
わ
れ
ま
す
。

十
二
月
二
十
二
日
（
金
）

・
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

午
後
五
時
〜
八
時

・
コ
ン
サ
ー
ト

午
後
六
時
〜
七
時

芸
術
・
文
化
の
秋
、
Ｇ
Ｔ
で
は

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
冬
に
か
け
て
、
Ｇ
Ｔ
内

各
所
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
関
連

イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お
出
か

け
下
さ
い
。

広
場
の
樹
木
や
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ

ー
な
ど
を
電
飾
し
ま
す
。

十
一
月
一
日
〜
一
月
十
五
日

一
八
〇
体
の
オ
ブ
ジ
ェ
に
ロ
ー

ソ
ク
を
灯
し
幻
想
的
な
ム
ー
ド
を

醸
し
出
し
ま
す
。

十
二
月
十
一
日
〜
二
十
四
日

作
品
募
集

オ
リ
ジ
ナ
ル
な
「
私
の
ク
リ
ス

マ
ス
ツ
リ
ー
」
を
一
般
公
募
し
ま

す
。
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

作
品
展
示

十
二
月
十
一
日
〜
二
十
五
日

賞
と
し
て
グ
ラ
ン
プ
リ
（
10
万

円
）
特
別
賞
３
点
、
Ｇ
Ｔ
賞
４
点

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
、
事
務
局
㈱
ア
ー
ト
フ

ロ
ン
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　
三
四
七
六

―
四
八
六
八
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

�

　
ロ
ー
ソ
ク
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
巨

大
キ
ャ
ン
ド
ル
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
キ
ャ
ン
ド
ル
を
Ｇ
Ｔ
広
場
に
灯

し
ま
す
。

お
馴
染
み
の
ア
マ
ー
ビ
レ
・
ピ

ア
ノ
ト
リ
オ
に
オ
ー
ボ
エ
が
加
わ

り
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し

て
い
ま
す
。

会
場
の
関
係
で
、
Ｇ
Ｔ
関
係
者

の
み
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

・
日
時
　
十
一
月
十
日
（
金
）

午
後
六
時
半
開
場
・
七
時
開
演

・
演
奏
曲
目
　
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
　

オ
ー
ボ
エ
四
重
奏
曲
、
ピ
ア
ノ

ト
リ
オ
ほ
か
。

断 面 構 成 図

配 置 図

▲昨年のライトアップ風景―GT広場

▲応募クリスマスツリーを展示―昨年12月

▲アマービレ・ピアノトリオの皆さん

「ペンリレー」は、タワー棟テナ

ントの皆様にご寄稿いただくス

ペースとして、装いを新たにス

タートすることになりました。

私
は
、
数
ヶ
月
前
ま
で
海
外
を

転
々
と
し
て
い
ま
し
た
。
日
本
と

の
違
い
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

国
に
よ
っ
て
家
に
対
す
る
考
え
方

も
違
う
と
い
う
点
も
そ
の
一
つ
。

例
え
ば
カ
ナ
ダ
で
は
、
そ
の
時
々

の
家
族
状
況
に
合
わ
せ
て
住
み
替

え
て
い
く
の
が
普
通
。
子
供
が
小

さ
い
う
ち
は
庭
の
広
い
郊
外
の
一

軒
家
に
住
み
、
巣
立
っ
て
い
け
ば

都
心
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
移
る
。
大

体
２
〜
３
回
は
家
を
買
い
換
え
る

そ
う
で
す
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、

カ
ナ
ダ
で
は
築
年
数
に
か
か
わ
ら

ず
手
入
れ
を

し
て
い
れ
ば

い
る
ほ
ど
高

額
で
売
買
で

き
る
そ
う
で
、

人
気
エ
リ
ア

で
は
買
っ
た

と
き
よ
り
も

高
い
値
段
で
売
れ
る
こ
と
も
多

い
と
か
。
家
具
や
服
で
も
セ
カ

ン
ド
ハ
ン
ド（
中
古
品
）に
抵
抗

の
な
い
国
で
は
日
本
と
違
っ
て
、

家
も
中
古
で
あ
る
こ
と
は
さ
ほ

ど
問
題
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

比
較
的
短
期
間
で
住
み
替
え

て
い
く
場
合
に
は
、
そ
の
と
き

の
家
族
状
況
に
あ
っ
た
間
取
り
、

広
さ
が
重
要
で
あ
る
の
に
対
し
、

日
本
の
よ
う
に
代
々
続
い
て
い

く
土
地
に
住
み
続
け
る
場
合
に

は
、
何
度
も
建
替
え
せ
ず
に
、

ど
ん
な
家
族
状
況
に
も
対
応
で

き
る
家
を
作
る
の
が
重
要
で
す
。

私
た
ち
は
お
客
様
一
人
一
人
の

ご
家
族
状
況
、
生
活
ス
タ
イ
ル

に
合
っ
た
、
ず
っ
と
安
心
し
て

快
適
に
暮
ら
せ
る
、
そ
ん
な

〝
理
想
の
お
住
ま
い
作
り
〞
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
お
近
く
の
旭
化
成

ヘ
ー
ベ
ル
ハ
ウ
ス
の
展
示
場
へ

足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

Ｇ
Ｔ
タ
ワ
ー
10
階
、
弊
社
営
業

所
で
の
ご
相
談
も
承
り
ま
す
。

建
築
プ
ラ
ン
、
ロ
ー
ン
、
税
金
、

借
地
問
題
な
ど
、
何
な
り
と
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

旭
化
成
ホ
ー
ム
ズ
株
式
会
社

　
　
東
京
南
営
業
所

　
　
　
　
　
　
井
野
さ
と
み

ヘーベルハウスのモデル住宅


